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市民との意見交換会　参加者アンケート結果から（回答数：71 件）

参加回数Q

２回目
　21.1％ 初めて参加

　50.7％

年代Q

60 歳代
　45.1％

70 歳代以上
　29.6％

３回目
　16.9％

４回目
　1.4％

５回目以上
　5.7％

無記入
　4.2％

40 歳代
　11.3％

50 歳代
　7.0％

30 歳代
　7.0％
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と
の

　
　

意
見
交
換
会

　

丹
波
市
議
会
で
は
、「
開
か
れ
た

議
会
」
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
直
接
ご
意
見
を
お
聴
き
し

た
い
と
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
対

面
で
の
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
は

申
込
み
が
な
か
っ
た
た
め
中
止
）

　

延
べ
82
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聴
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【 

開
催
期
間
・
場
所 

】

　

令
和
４
年

　

５
月
16
日（
月
）～
21
日（
土
）

　

市
内
７
会
場

意見交換会

意見交換会でのご意見は
市議会ホームページにて
ご覧いただけます。

大型農家には優遇施策があ

るが、小規模の農家にはほ

とんどない。米価も下落す

る中、機械も高騰し、農業

は衰退し、荒廃していく懸

念があるが、市として対策

をとるべきではないか。農

地法の緩和も含めて。

タクシー券が廃止になり

バス券になったが、バス

停まで行けない。移動手

段がなく外出できない。

ドア to ドアのコミュニ

ティバスやデマンドタク

シーの旧町枠廃止など考

えてほしい。

こども家庭庁が令和 5 年

4 月に設置される。子ど

もが主体であることの意

見を議会にも出して、子

ども自身の意見も取り上

げてほしい。子ども議会

を要望する。

議員もしっかり

とした議論がで

きるように勉強・

研さんが必要だ。

市の金銭感覚が

ない。自分の財

布と思え。

校区は、本当に必要な

のか。人数が少なく、

したいことがあっても

できない子ども達の実

情を考えると行きたい

学校に行けるようにで

きないか。

和田中学校の後の

公園は薬草公園と

運動公園を一体化

にして観光につな

げるべきと考える。

20 人いるから

議員も政策立案

をもっとすべき。

庁舎検討委員会

を作って議論を

すべき。 クリーン作戦も１日で

はできない。３日ほど

かけて実施している。

自治会を存続すること

ができるよう知恵を貸

してほしい。

青垣地域は、丹波市

内の中で最も高齢化、

人口減少している地

域なので青垣の自然

を活用して良くして

ほしい。

子どもたちの自然体験

を求めて移住されてい

るが、自然体験ができ

ない。教育として市独

自の自然体験プログラ

ムを作って移住者を増

やしてはどうか。

子どもが減っているので、こど

も園の経営が厳しくなっている。

また、保育士の不足がある。子

どもが減っていくことは目に見

えているので、いずれは福祉会

が合併する必要があると思って

いる。そうして保育士も足りて

いる園から不足している園へ回

すなどが必要になるだろう。

市民プラザ内に市民活動支援

センターと男女共同参画セン

ターがあるが、市民プラザ自

体の活動や設置内容が理解さ

れていない感じがする。もっ

ともっと市民プラザの存在を

ＰＲして市民のいろいろな活

動や男女共同参画の拠点とな

るようにしていただきたい。

民生委員は独居高齢者

の訪問はするが、引き

こもりのことは関わり

が少ない。人の家に入

り込むのが難しい。

職員の電話の対応

が良い一方で、問

合わせに対して返

答もない対応の人

もいる。

参加者の半数が
初めて参加され
ました！
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みなさんの「声」を市への提案へつなげるプロセス

市
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政
策
立
案
や

提
言
に

　

つ
な
げ
る

意
見
を
分
野
別
に
整
理
し

委
員
会
に
割
振
り

委
員
会
で
協
議
し

問
題
点
や
課
題
を
洗
い
出
す

市
民
か
ら
の

要
望
事
項
と
し
て

　
　

市
に
伝
え
る

（
回
答
を
求
め
る

　
　

も
の
も
含
む
）

　市民との意見交換会で出された全てのご
意見を、市議会ではその重要度などを考慮
して、以下 4 つの分類に区分します。

分類１　内容を確認し、全ての議員で共有
　　　　するもの
分類２　委員会として調査を進めるもの
分類３　市行政に対する要望・提言等で特
　　　　に重要なもので、市長に文書で報
　　　　告を行い回答を求めるもの
分類４　３以外で、市へ伝達するもの

　この度の意見交換会終了後も、各委員会
で上記４分類への振り分けを協議しました。
その際、「分類３、４に振り分けるのは簡単
だが、もっと議会自らがその課題に対して
調査研究を行ったうえで、市に提言する在
り方が求められるのではないか」という意
見が出されました。
　そうした議論もあり、丹波市議会では、「地
域医療」と「障がい者福祉制度」について
のご意見を「分類２」とし、今後、調査研
究を進めていくこととしました。

テーマ 主な意見

地域医療

和田地域に医師がいない。身近に

初診診療できる環境が公平に欲し

い。

子どもの整形外科や皮膚科をもっ

と充実させてほしい。

障がい者

福祉制度

福祉には人材が非常に不足してい

る。老人の介護は充実しており、

障がい者支援の間に壁があると感

じる。介護事業所でも障がい者を

受け入れるなど市全体で考えてほ

しい。

丹波市では障がい者への外出支援

活動が少ないので、外で障がい者

をみることがない。都会では普通

に障がい者は街に出かけられた。

都会と田舎の差を感じる。

「まんがいちネット」は実際のと

ころ使えない制度だ。日頃から相

談しても受け入れてもらえてい

ないのに、緊急時といえども受け

入れてもらえるとは思えない。各

事業所が順番に受入日を決めるな

ど、半強制的な制度なら活用でき

ると思う。

「分類２」とした意見

議長から市長へ意見交換会での
意見、要望等一覧を提出しました

（令和４年６月 28 日）

６月定例会

論点！
ココがギロンの　現在、旧神楽小学校校舎は、地元

事業者に活用していただいており

ます。この度、これまで活用してい

た事業者から契約期間満了前では

ありましたが、旧校舎活用事業に特

化した新法人を立ち上げ、そこに事

業を承継する提案がありました。

なぜ、1 者だけの随意契約に
な っ て 公 募 を し な か っ た の

か。

旧校舎活用事業に特化した法
人を立ち上げることで、同業

他社や協力会社もこの事業に参入
しやすい環境になり、より事業を
発展させる計画が示されたからで
す。なお、これまでここで事業を
されていたことから地元理解を得
ることができたこともその理由の
一つです。

問

答

旧
神
楽
小
学
校

旧
神
楽
小
学
校
のの
無
償
貸
し

無
償
貸
し

付
け
先

付
け
先
が
変
わ
り
ま
し
た

が
変
わ
り
ま
し
た

グラウンドに建物など建設さ
れる計画だが、事業終結後は

どのようになるのか。

浄化槽の設置や建物の建設な
ど、グラウンドの使用に関し

て 協 議 を 整 え て お り ま す。 ま た、
事業終結後の原状回復についても、
契約書などで確認しております。

問

答

旧神楽小学校

子宮頸がんワクチン子宮頸がんワクチン（（ＨＰＶワクチンＨＰＶワクチン））のの

積極的勧奨積極的勧奨が再開されましたが再開されました

　副反応の因果関係を調査するため、約８年に渡り積極的勧奨が控

えられていた子宮頸がんワクチンは、令和４年４月１日から積極的

勧奨が再開されることになりました。

ＨＰＶワクチン任意接種助成
事業とはどのような内容か。

積極的勧奨が控えられていた
期間に接種対象であった平成

９年４月２日〜平成 18 年４月１
日生まれの女性の中で、自費で接
種された方に対しては過去に 遡

さかのぼ

っ
て市が接種費用の助成を行います。
ま た、 未 接 種 の 方 は 今 後 ３ 年 間、
無料で接種を受けることができる
ようになりました。

問
答

ＨＰＶ（ ヒトパピローマウイ
ルス ）に感染すると子宮頸が

んを引き起こすが、肛門がんや咽
頭がんも引き起こすウイルスなの
で影響を受けるのは女性だけでは
ない。男性に対するワクチン接種
の市の見解は。

現在、国が定めた定期予防接
種 の 対 象 は 女 性 と な っ て お

り、男性を対象とすることは考え
ておりません。

問

答

　丹波市議会は市民の皆さんからいただい
た貴重なご意見から、市が抱える課題の本
質を見極め、市民の皆さんが納得できるよ
うな政策を市に提言できるよう努めてまい
ります。

たんばりんぐ　　　2022 . 7　70 号たんばりんぐ　　　2022 . 7　70 号5 たんばりんぐ　　　2022 . 7　70 号たんばりんぐ　　　2022 . 7　70 号 4



中
小
企
業
者

中
小
企
業
者
へ
の
へ
の
原
油
価
格
等

原
油
価
格
等

高
騰
対
策
補
助
金

高
騰
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

１
億
２
千
万
円

１
億
２
千
万
円

市
民
と
の

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
場
見
学
ツ
ア
ー

議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

６月定例会

論点！
ココがギロンの

　一般会計補正予算（ 第３号 ）でコロナ臨時交付金約 9,300 万円を使い、

市負担も含め１億２千万円の「中小企業者への原油価格等高騰対策補助金」

が予算化されました。補助内容は、令和３年10月から令和４年６月までの

期間に燃料費などを 90 万円以上使用したことが条件で、対象経費の１／

10 を補助します。（上限 30 万円）

中小企業者に農業者も入るの
ならば、農業者も利用できる

ことを明記すべきでないか。

中小企業者の中には農業者も
含まれます。制度周知の際に

は、わかりやすく表記し、市のホー
ムページや農業団体などを通じて
周知に努めます。

問

答

「「丹波おばあちゃんの里丹波おばあちゃんの里」」運営会社に運営会社に

市の市の持ち株持ち株をを全て売却全て売却

燃料費などの中に肥料は入っ
ていないのか。国は肥料の高

騰対策も入っていると言っている
が。

今回、肥料は対象にしていま
せん。今後、肥料などの高騰

対策は検討していきます。

問

答

中小企業の多くは、燃料費な
どについては銀行引き落とし

になっているが、領収書などは添
付するのか。補助金を申請しやす
いものにしてほしい。

企業によって支払い方法は引
き落としなどさまざまです。

領収書などは必ず添付を求めてい
きます。できる限り申請しやすく
なるよう工夫し、準備を進めてい
ます。

問

答

　一般会計補正予算（第２号）で、「丹波おばあちゃんの里」運営会社である「丹

波ふるさと振興株式会社」の丹波市持ち株 133 株（持ち株率 16.6％、１株５万円）

を運営会社への売却費が計上されました。これは丹波市と運営会社との覚書に基づ

くものです。

市の持ち株全てを売り払うと
いうのは、当該会社との関係

が薄れないか。

当該会社は、「丹波おばあちゃ
んの里」の指定管理者であり、

今後とも連携していけると考えて
います。

問

答

非公開株については、しっかり
した資産評価が必要だ。評価が

上がっていた株式を安く売った場合、
市民から訴訟になる可能性がある。
それに耐えられる手続きができてい
るか。

今回の株式の売却については、
相手方の公認会計士・司法書士

などに確認しながら進めてきました。
懸念の点については、確認の上、明
快な回答ができるよう準備します。

問

答

地域を支える地域を支える福祉人材福祉人材のの「確保」「育成」「確保」「育成」
「定着「定着」」に向けた取組方策の検討についてに向けた取組方策の検討について

　丹波市ではこれまで、女性の有資格者などを中心に「即戦力」を求め、補助制度などに

取り組んできましたが、目立った成果を得ることができていません。そのため、「将来を

見据え、福祉を支える人材の「確保」「育成」「定着」に向けた丹波市版の取組方策の検討

を進め、安定的かつ持続ある福祉人材の確保に努めることとしています。

離職する方の中には、心を病んで
余儀なく離職する方もおられる。

離職した方や悩まれている方からの「現
場の声」を聞くことも必要では。

現場から市への通報などがあった
場合には、職員が現場に向かい、

事業所のトップには言えない「現場の
声」もお聞きしながら対策を検討して
まいります。

問

答

丹波市ではこれまで補助などの処
遇改善に努めてきたが、定着に至

らないのはなぜか。

国 の 報 酬 改 定 や 事 業 所 の 努 力 に
よって職員の処遇改善は図られて

います。その一方で、新規で業務の内
容を把握せずに就業する方の中には、
思っていたイメージとのギャップによ
り離職する方もあります。

問

答

ケアマネジャーの離職を聞くが、
今の現状は。

要介護者のケアプランを作成する
事 業 所 は 市 内 で 28 事 業 所 あ り、

２事業所が休止をしています。ケアマ
ネジャーは現在、市内で 72 名が働いて
いますが、処遇改善加算の対象になら
ないため、収入的に厳しい現状にあり
ます。また、市内では一人暮らしの方
や家族の介護が困難な方が増えていま
すので、ケアマネジャーの負担が大き
くなっています。

問
答

この取組体系は、現状の課題をク
リアするために作成されたのか。

現場の声と同じ課題を抱えた全国
市町の声を踏まえて、本市として

可能な取組を体系化したものです。

問
答

丹波市の福祉人材確保対策に対する取組方策の体系（ 案 ）
１ 　定住促進
２ 　基盤となるまちづくりの推進
３ 　福祉事務所で働く職員に対する処遇改善
４ 　多様な人材の確保及び育成
５ 　福祉人材の離職防止、定着促進及び生産性の向上
６ 　福祉職場の魅力向上（イメージアップ）

「福祉職場のイメージアップ」に
は、「福祉人材の離職防止・定着

促進」を高めることが一番ではないか。

そのとおり、重要な視点であると
認識しています。加えて、それぞ

れの機関がこの取組にかかる役割を認
識いただくことも大切だと考えていま
す。

問

答
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　　「第３期丹波市子ども・子育て
　支援事業計画」に向け、子育て支
　援の理念を定めること。
　　市民の自己肯定感を高める啓発
　活動を推進すること。
　　こども医療費所得制限撤廃を検
　討されたい。

　　「育児・介護休業法」改正の主
　旨をいち早く実現するため、民間
　企業等への周知・啓発を行うなど
　取組を進めること。
　　アフタースクールの施設面はも
　とより 、運営体制や内容を含めて、
　安心して預けられる環境整備を推
　進すること。

１

２

３

４

５

 市への提言 

市
民
と
の

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

政
務
活
動
費

議
場
見
学
ツ
ア
ー

議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

　子育て支援施策においては、総合
計画に記載された SDGs の観点から
とらえる必要があり、国連の SDGs
では子どもの平等な保育・教育の充
実が取り上げられている。SDGs と
照 ら し 合 わ せ た マ ッ ピ ン グ を 行 う
等、施策全般にわたってレビューを
実施することが重要である。特に「誰
一人取り残さない」という基本的な
考え方から施策の充実を進めるべき
である。
　また、ジェンダーに関わらず、子

民
生
産
建
常
任
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　   

調
査
報
告

議
案
の
審
議
結
果

全員賛成で可決した議案

審議結果

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案 結 果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

足
立
嘉
正

酒
井
浩
二

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
進
介

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

小
橋
昭
彦

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

渡
辺
秀
幸

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

藤
原　

悟

令和４年度
補正予算

一般会計（第１号）
原案
可決 18 1 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

一般会計（第２号）
原案
可決 18 1 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

国民健康保険特別会計
事業勘定（第１号）

原案
可決 18 1 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

国民健康保険特別会計
直診勘定（第２号）

原案
可決 18 1 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

介護保険特別会計保険
事業勘定（第１号）

原案
可決 18 1 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

訪問看護ステーション
特別会計（第１号）

原案
可決 18 1 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

看護専門学校特別会計
（第１号）

原案
可決 18 1 ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

条例
改正

市職員の給与に関する
条例及び一般職の任期
付職員の採用等に関す
る条例

原案
可決 16 3 ⃝ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ 議

長

請願

教職員定数改善と義務
教育費国庫負担率の引
き上げをはかるための
2023 年度政府予算に
係る意見書採択の請願

採択 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ 議
長

意見書
教職員定数改善と義務
教育費国庫負担率の引
き上げに係る意見書

可決 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ○ 議
長

　※ ○は賛成、●は反対、退は退席、 は賛成・反対討論を行った議員。

　※ 議長は議事進行を行うため、原則として採決には加わりません。

議　　　案
令
和
４
年
度

補
正
予
算

〇 一般会計（第３号）

〇 介護保険特別会計保険事業勘定（第２号）

〇 水道事業会計（第１号）

〇 水道事業会計（第２号）

条
例

改
正 〇 税条例等

契
約
締
結

〇 つかさグループいちじま球場大規模改修
　 工事請負契約

〇 久下小学校北校舎大規模改造及びＥＶ棟
　 新設工事請負契約

そ
の他 〇 市有財産の無償貸付（旧神楽小学校）

承
認

〇 税条例の一部を改正する条例の制定に
　 係る専決処分の承認

６月定例会

議　　　案

発
議

〇 市議会委員会条例の一部を改正する条例
　 の制定

〇 市議会会議規則の一部を改正する規則の
　 制定

〇 こどもの権利に関する理念条例調査研究
　 特別委員会の設置

　令和４年６月８日、総務文教常任委員会と
議会運営委員会の構成が変更となりました。

〇 議会運営委員会（ 令和４年６月15日～）
　 委員長　　西本  嘉宏
　 副委員長　須原  弥生
　 委員　　　奥村  正行　　吉積  　毅
　 　　　　　太田  一誠　　太田  喜一郎
　 　　　　　山名  隆衛

〇 総務文教常任委員会（ 令和４年６月８日～）
　 委員長　　谷水  雄一
　 副委員長　太田  喜一郎
　 委員　　　西本  嘉宏　　奥村  正行
　 　　　　　垣内  廣明　　太田  一誠
　 　　　　　近藤  憲生　　渡辺  秀幸
　　　　　　 広田  まゆみ

議会構成変更のお知らせ

子育て支援に関する事項

育てに安心して取り組める環境づく
りは重要であり、国の動向とも歩調
を合わせつつ、丹波市での取組が全
国に先駆けて進むよう、まちぐるみ
で保育環境の充実が求められる。そ
のためには、子育て施策の立案にあ
たっての基本となる理念が不可欠で
あり、丹波市独自の子どもを中心と
した子育てしやすい社会づくりのた
め、大人や子どもの自己肯定感を高
める子育て支援のあり方を示すこと
が必要と考える。

　丹波市のこどもの権利に関する理念の内容
と同理念の条例化の必要性について、市当局
や市民を交えて調査、研究し、必要に応じて
条例の制定を提案します。

〇 こどもの権利に関する理念条例調査研究
　 特別委員会（ 令和４年６月 27 日～）
　 委員長　　前川  進介
　 副委員長　小橋  昭彦
　 委員　　　小川  庄策　　足立  嘉正
　 　　　　　酒井  浩二　　西脇  秀隆
　 　　　　　大西  ひろ美　山名  隆衛
　　　　　　広田  まゆみ　須原  弥生

こどもの権利に関する理念条例

調査研究特別委員会

　　　　　　を設置しました

可決
全員賛成で
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

吉
積
毅

太
田
一
誠

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

太
田
喜
一
郎

小
橋
昭
彦

大
西
ひ
ろ
美

奥
村
正
行

西
本
嘉
宏

足
立
嘉
正

前
川
進
介

小
川
庄
策

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

 

齢
者
の
地
域
生
活
を
支
援

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

認
知
症
患
者
は
ド
ア
to

ド
ア
の
交
通
手
段
が
必

修
課
題交

通
事
故
の
問
題

に
対
す
る
リ
ス
ク

で
の
運
転
免
許
証
返
納
に

よ
る
交
通
手
段
は
。

福
祉
交
通
対
策
お

で
か
け
サ
ポ
ー
ト

と
バ
ス
券
の
配
布
に
よ
り

外
出
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
非
課
税
世
帯
の
方
の

条
件
を
外
す
ま
で
は
現
在

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
認
知

症
の
方
が
起
こ
す
事
故
の

救
済
制
度
へ
の
加
入
に
つ

い
て
は
、
第
９
期
計
画
で

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
人
材
不
足
の

解
消
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
数
、
若
い
世

代
の
支
援
者
、
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業
所

の
理
解
と
推
進
が
必
要
で

あ
る
。
地
域
社
会
で
温
か

く
見
守
る
体
制
が
で
き
て

い
る
か
。

介
護
人
材
の
確
保

育
成
の
た
め
に
介

護
職
員
初
任
者
研
修
の
補

助
及
び
介
護
人
材
育
成
の

た
め
の
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
認
知
症
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
認
知

症
の
該
当
者
も
含
め
た
高

答 問

地
域
で
支
え
る
認
知
症
対
策

の
確
立
は

答

ど
ん
な
事
で
も
相
談
で
き
る

窓
口
か
ら
適
切
な
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
へ
連
携
し
ま
す
。

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

　
情
報
モ
ラ
ル
や
ネ
ッ
ト

利
用
に
つ
い
て
、
児
童
生

徒
と
保
護
者
が
一
緒
に
学

ぶ
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

新「
山
南
中
央
公
園（
仮

称
）」新

山
南
中
央
公
園

（
仮
称
）
に
市
民
要

望
が
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
４
面
つ
く
る
と
か
、
薬

草
薬
樹
の
名
前
を
残
す
な

ど
で
き
な
い
か
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

２
面
を
確
実
に
復

旧
さ
せ
る
と
と
も
に
、
増

設
も
可
能
と
な
る
配
置
計

画
は
考
慮
し
て
い
き
ま

す
。

　
公
園
名
称
に
つ
い
て
も

「
薬
草
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
名
称
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
な
ど
の
長

時
間
使
用
は
学
力

面
、
精
神
面
、
脳
の
発
達

面
、
睡
眠
面
な
ど
で
弊
害

が
あ
る
と
の
研
究
結
果
が

出
て
い
る
。
小
学
校
・
中

学
校
で
児
童
生
徒
・
保
護

者
・
教
師
へ
の
啓
発
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

小
学
校
に
お
い
て

は
「
ネ
ッ
ト
利
用

に
関
す
る
家
庭
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
」
を
配
布
す
る
な

ど
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

に
お
い
て
は
、
技
術
科
の

中
で
「
情
報
の
技
術
学
習

ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
情
報

モ
ラ
ル
の
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

答 問

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

丹
波
市
で
の
導

入
は
困
難
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

柏
原
駅
周
辺
の
整
備

を
県
と
の
協
働
で

柏
原
駅
周
辺
の

整
備
・
開
発
を
し
、

丹
波
市
全
域
の
活
性

化
を
目
指
さ
な
い
か
。

丹
波
県
民
局
「
ま

ち
の
拠
点
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
初

日
が
7
月
中
旬
に
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
状
況
を
み
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に

対
す
る
丹
波
市
の
目
標
は

ど
の
程
度
ま
で
達
成
で
き

た
の
か
。

令
和
２
年
度
か
ら

個
別
支
援
の
中
核

を
担
う
「
福
祉
ま
る
ご
と

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
障
が
い
相
談
支
援
事
業

所
な
ど
と
連
携
し
、
重
層

的
な
相
談
支
援
体
制
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

の
導
入
で
丹
波
市
を
活

性
化
し
よ
う

丹
波
市
の
強
み
（
認

知
症
研
究
の
モ
デ

ル
地
域
で
あ
る
医
療
介
護

連
携
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
）

を
活
か
し
て
、
元
気
な
シ

ニ
ア
世
代
を
移
住
に
つ
な

げ
て
活
躍
人
口
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 問問

答

問

 

ス
マ
ホ
の
過
度
の
使
用
に

つ
い
て
の
弊
害
対
策
は

答
「
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
す
る
家

庭
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
を
配
布

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

機
能
し
て
い
る
の
か

答

庁
内
16
部
署
に
よ
る
連
絡
会

議
な
ど
、切
れ
目
の
な
い
相

談
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

問答

答

問答

認知症診断の
無料化を望む

スマホなどの長時間
使用は弊害がある

柏原駅周辺

ココココが聞きたい！代表質問・一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は 60 分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接求めるこ

とができる唯一の機会です。私たちの生活にかかわることについて質問や提言を行い

ました。

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

今回は

14 人の一般質問が

行われました！

 

７
号
線
か
ら
穴
の
裏
峠
を

経
由
し
た
福
知
山
ま
で
の

県
道
を
国
道
に
昇
格
さ

せ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
に
繋
げ
て
い
け
な
い

か
。

西
脇
北
バ
イ
パ
ス
か

ら
氷
上
地
域
ま
で
の

事
業
化
決
定
に
向
け
、
全

市
体
制
の
国
道
１
７
５
号

丹
波
市
早
期
整
備
促
進
協

議
会
と
連
携
し
て
、
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
ル
ー
ト
が
決
定
す
れ

ば
、
市
内
の
補
完
道
路
の

整
備
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
計
画
で
河

川
管
理
用
通
路
を
自
転
車

や
歩
行
者
専
用
道
路
と
し

て
整
備
し
て
河
川
を
通
じ

丹
波
市
を
魅
力
あ
る
地
域

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
通
学
路
と
し

て
安
心
な
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

河
川
堤
防
は
、
河
川

管
理
用
通
路
の
機

能
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

り
、
整
備
に
は
十
分
な
検

討
と
調
整
が
必
要
で
す
。

通
学
路
と
し
て
車
両
の
通

行
を
規
制
し
て
い
る
区
間

に
つ
い
て
は
、
看
板
設
置

な
ど
の
安
全
対
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
的
発
展
に
向
け
た

道
路
計
画
を

市
と
し
て
の
道
路

計
画
を
示
す
こ
と

で
県
道
１
０
９
号
・
県
道

答 問

過
疎
債
を
利
用
し
て
自
転
車
・

歩
行
者
道
整
備
を
！

答

河
川
管
理
用
通
路
整
備
は

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

定
住
対
策
と
し

て
過
疎
地
域
の

中
心
農
地
を
農
振
農

用
地
区
域
除
外
に
で

き
な
い
か
。

農
振
農
用
地
区

域
は
過
疎
地
域

の
指
定
に
よ
り
除
外

要
件
が
緩
和
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
丹
波
市
の
美
し

い
田
園
風
景
の
保
全

と
有
効
利
用
に
努
め
、

定
住
を
促
進
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

国
道
４
２
９
号

の
着
手
決
定
に

伴
い
、
市
道
の
考
え

方
は
。令

和
８
年
開
通

に
向
け
、
県
に

よ
り
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
補
完

す
る
市
道
整
備
に
つ

い
て
、
地
元
と
相
談

し
考
え
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
予
算

か
ら
Ｄ
Ｘ

の
費

用
と
人
材
の
課
題
は
。

今
年
度
の
イ
ン
ト
ラ

基
盤
の
整
備
予
算
額

は
４
億
３
千
万
円
で
す
。

こ
の
う
ち
、
３
億
５
千
万

円
は
基
金
を
充
当
し
、
計

画
的
な
情
報
機
器
更
新
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
育
成
に
向

け
、
研
修
も
予
定
し
て
い

ま
す
。Ｄ

Ｘ
の
デ
バ
イ
ド
対

策
に
各
町
に
室
長
を

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

各
町
に
室
長
を
配
置

し
て
も
Ｄ
Ｘ
は
進
ま

な
い
と
考
え
ま
す
。

答 問

整備により魅力 UP する
河川管理用通路

問答

問

答

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

 

過
疎
化
す
る
青
垣
地
域
を

先
進
的
な
ま
ち
に
す
る
に
は

答

地
域
の
未
来
に
禍
根
を
残
さ

な
い
た
め
、
し
っ
か
り
地
元

と
相
談
し
ま
す
。

問答

■一般質問

日本版ＣＣＲＣ：「生涯活躍のまち」と呼ばれる構想です。

問答

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を活用して人々の生活をよりよいものに変えること。

ＤＸ効果と政策的課題を
共に考えよう

カイ

　　　 セツ

カイ

　　　 セツ

カイ

　　　 セツ

カイ

　　　 セツ
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

吉
積
毅

太
田
一
誠

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

太
田
喜
一
郎

小
橋
昭
彦

大
西
ひ
ろ
美

奥
村
正
行

西
本
嘉
宏

足
立
嘉
正

前
川
進
介

小
川
庄
策

■一般質問

市
広
報
紙
を
含

め
、
チ
ラ
シ
配

布
の
検
討
を
し
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

推
進

庁
内
で
の
部
長

が
女
性
ゼ
ロ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
、
管
理
職
は
育
て

る
こ
と
を
男
女
関
係

な
く
具
体
的
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。

女
性
職
員
の
意

欲
を
維
持
し
な

が
ら
、
や
り
が
い
を

感
じ
、
職
務
経
験
を

重
ね
る
こ
と
が
で
き

る
人
事
配
置
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立

が
で
き
る
環
境
整
備

と
合
わ
せ
、
意
識
改

革
や
能
力
開
発
を
図

る
取
組
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
、
関
係
機
関

に
は
啓
発
活
動
が
進
ん
で

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
中

で
も
各
機
関
の
代
表
者
だ

け
で
な
く
、
会
員
そ
れ
ぞ

れ
に
チ
ラ
シ
配
布
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

学
校
、
児
童
生
徒

及
び
関
係
機
関
に

対
し
て
啓
発
を
進
め
て
お

り
、
民
生
委
員
へ
の
研
修

も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

全
市
民
へ
啓
発
の
た

め
、
チ
ラ
シ
の
全
戸

配
布
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 答 問問

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

 

市
道
の
見
直
し
を

本
市
の
市
道
は
３
，

２
９
４
路
線
、
総
延

長
１
，
１
３
１
㎞
、
道
幅

1.5
ｍ
未
満
が
23
㎞
、
2.5
ｍ

未
満
が
78
㎞
で
あ
る
。
法

定
外
指
定
に
す
れ
ば
市
の

補
助
金
の
対
象
に
な
る
。

検
討
す
べ
き
だ
。

合
併
時
の
取
決
め

で
町
道
全
て
を
引

き
継
い
だ
結
果
で
す
。
本

来
で
あ
れ
ば
現
行
の
市
道

認
定
基
準
に
基
づ
い
て
、

全
て
の
市
道
見
直
し
が
適

当
で
す
が
、
現
実
的
に
市

民
の
皆
様
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
は
容
易
で
な

く
、
合
併
時
か
ら
の
方
針

を
踏
襲
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
９
年
の
文
科
省

通
達
で
現
行
法
令
で

は
通
学
区
域
に
関
す
る
規

定
は
な
く
、
保
護
者
の
意

向
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う

提
言
さ
れ
て
い
る
。
丹
波

篠
山
市
で
は
複
数
の
学
校

選
択
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
は
指
定
さ
れ
て

い
る
学
校
よ
り
遠
い
小
・

中
学
校
へ
通
学
の
生
徒
が

い
る
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。通

学
指
定
さ
れ
て

い
る
学
校
よ
り
も
、

隣
接
地
域
の
学
校
の
方
が

距
離
が
近
い
地
域
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
実
情
に
即

し
、
該
当
地
域
の
学
校
関

係
者
や
保
護
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
学
校
選
択

が
で
き
る
弾
力
的
運
用
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
、
実

施
可
能
か
一
年
を
目
途
に

判
断
し
ま
す
。

答 問

学
校
選
択
を
見
直
し
保
護

者
意
向
を
認
め
る
べ
き
だ

答

選
択
が
で
き
る
弾
力
的
運
用

が
実
施
可
能
か
調
査
研
究
し
、

一
年
を
目
途
に
判
断
し
ま
す
。

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員
 

に
向
け
取
り
組
む
べ
き
事

項
を
ま
と
め
、
関
係
者
と

共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。「

検
証
」
は
、
重
大

な
政
治
判
断
の
根
拠

と
な
り
、
科
学
的
な
「
検

証
」が
必
要
で
は
な
い
か
。

デ
ー
タ
の
数
値
は
学

校
統
合
に
よ
る
か
ど

う
か
検
証
は
困
難
で
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
を
共

有
し
、
市
と
し
て
地
域
で

の
協
議
や
教
育
委
員
会
と

の
協
議
で
判
断
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
に
つ
い

て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
加
古

川
線
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
は
。

西
脇
市
長
や
県
知

事
と
も
連
携
し
、
同

路
線
の
維
持
と
利
用
増
進

の
取
組
を
進
め
ま
す
。

あ
る
中
学
校
1
学

年
の
学
級
で
40
人

以
上
の
過
密
と
な
っ
て
い

る
。
当
面
の
打
開
策
と
来

年
度
か
ら
35
人
以
下
学
級

の
実
施
を
求
め
る
。

当
面
、
少
人
数
授
業

や
複
数
の
指
導
体
制

を
と
り
、
給
食
も
３
分
割

を
検
討
し
ま
す
。
来
年
度

は
県
の
兵
庫
型
学
習
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
少
人
数

学
級
を
勧
め
て
ま
い
り
ま

す
。

青
垣
小
学
校
統
合
に
係

る
「
検
証
」
に
つ
い
て

青
垣
小
学
校
の
統

合
後
５
年
。
地
域

づ
く
り
や
教
育
上
の
課
題

な
ど
今
後
、
小
学
校
統
合

に
役
立
て
る
た
め
、
デ
ー

タ
に
基
づ
く
「
検
証
」
が

必
要
で
は
な
い
か
。

青
垣
地
域
関
係
者

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
課
題
と
そ
の
解
決

答 問

中
学
校
の
学
級
過
密
解
消

と
35
人
学
級
の
実
施
を

答
当
面
、
少
人
数
授
業
な
ど
行

い
、
来
年
度
、
少
人
数
学
級

を
勧
め
て
い
き
ま
す
。

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

大
おおにし

西ひろ美
み

  議員

 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の

啓
発
促
進
を
全
市
民
に
！

答

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
を
検
討

し
ま
す
。

問答

■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

 

置
を
行
い
、
情
報
保
障
で

き
る
環
境
が
確
保
で
き
て

い
ま
す
。
事
業
所
や
自
治

会
な
ど
が
手
話
通
訳
者
な

ど
を
派
遣
す
る
際
に
は
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
聴
覚
障

が
い
者
が
申
請
さ
れ
た
場

合
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
、

原
則
無
料
で
す
。
以
上
の

こ
と
か
ら
支
援
の
後
退
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策

の
取
組
は

関
係
機
関
な
ど
へ

の
啓
発
や
研
修
会

の
予
定
は
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
題
材
に
し
た
人

権
啓
発
ビ
デ
オ
を
活
用
し

た
自
治
会
の
住
民
学
習
や

民
生
委
員
の
研
修
な
ど
に

よ
り
、
社
会
的
認
知
度
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

避
難
所
で
は
聴
覚

障
が
い
者
へ
の
情

報
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

受
け
入
れ
体
制
は
整
っ
て

い
る
の
か
。
訓
練
の
必
要

性
は
。災

害
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
避
難
所
で
は
視

覚
を
通
し
て
の
情
報
提
供

の
整
備
を
進
め
、
バ
ン
ダ

ナ
に
替
え
、
ベ
ス
ト
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
訓

練
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
介
し

て
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。

意
思
疎
通
支
援
が
必
要

な
方
へ
の
合
理
的
配
慮

を
実
施
要
綱
の
改
正

は
聴
覚
障
が
い
者

支
援
の
後
退
に
な
ら
な
い

か
。

市
主
催
の
講
演
会

な
ど
に
は
手
話
通

訳
者
や
要
約
筆
記
者
の
設

答 問

災
害
時
の
聴
覚
障
が
い
者

支
援
は
十
分
か

答

避
難
所
の
体
制
な
ど
は
、

当
事
者
や
関
係
者
と
相
談

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

 

農
家
に
出
向
い
て

黒
豆
収
穫
や
農
園

の
管
理
な
ど
農
作
業
に
従

事
さ
れ
て
い
る
例
も
あ

り
、
農
業
と
福
祉
が
連
携

し
、
農
業
の
担
い
手
確
保

や
障
が
い
者
の
社
会
参
加

な
ど
、
農
福
連
携
の
取
組

が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
農
福
連
携

の
認
知
度
が
ま
だ
低
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
取
組
の
浸

透
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き

周
知
・
啓
発
を
行
い
、
機

運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

獣
害
対
策
に
つ
い
て

青
垣
町
佐
治
地
区

の
鹿
な
ど
の
出
没

対
策
は
。

今
年
度
予
算
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

防
護
柵
（
Ａ
Ｉ
ゲ
ー
ト
）

を
設
置
し
、
実
験
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

肥
料
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。
朝
来

市
の
よ
う
に
令
和
４
年
度

中
に
購
入
し
た
肥
料
代
に

対
し
て
補
助
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

今
後
、
価
格
上
昇
の

情
報
も
あ
り
、
懸
念

し
て
い
ま
す
。
国
が
取
り

組
む
声
も
あ
り
、
市
が
ど

こ
ま
で
支
援
で
き
る
か
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
燃
料

高
騰
に
対
す
る
支
援
は
考

え
て
い
ま
す
。

答 問

米
農
家
に
コ
ロ
ナ
禍
緊
急

対
策
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答

肥
料
価
格
の
上
昇
は
あ
る

が
、
大
き
な
影
響
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

 

役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

へ
の
支
援
体
制
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
は

各
担
当
課
で
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
定
着

率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
、

起
業
や
地
域
の
担
い
手
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、

受
入
体
制
や
支
援
体
制
の

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

解
決
を
図
り
た
い
課

題
を
提
示
し
、
挑
戦

者
を
募
集
す
る
タ
イ
プ
の

起
業
促
進
策
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

市
で
は
業
種
や
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く

幅
広
い
起
業
者
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
県

の「
シ
リ
丹
バ
レ
ー
構
想
」

へ
の
参
画
を
通
し
て
効
果

的
な
起
業
推
進
に
努
め
ま

す
。

県
の
将
来
構
想
に

と
っ
て
も
丹
波
市
の

役
割
は
大
き
い
。
市
が
主

体
的
に
戦
略
を
描
き
、
起

業
家
育
成
施
設
設
置
な
ど

環
境
を
整
え
る
べ
き
で

は
。

市
と
し
て
は
柏
原
地

内
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
や
Ｂ
ｉ
ｚ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ば
の
運

営
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の

答 問

起
業
支
援
策
の
充
実
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か

答

市
独
自
の
支
援
策
に
加
え

て
、
県
の
動
き
と
の
連
携
を

図
る
中
で
行
い
ま
す
。

答

答

答

問

問答

問答

旧柏原支所跡を起業家育成
施設にするなども一案

ＪＡ丹波ひかみの緊急対策
支援  300円／30㎏（1袋）

農
福
連
携
に
つ
い
て

　
　
農
福
連
携
の
取
組
は

　
　
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

い
く
の
か
。

問

問答

神戸市の子ども・若者
ケアラー啓発チラシ

問答

問

問答

答

問答

ヤングケアラー：ケアが必要な家族に、大人が担うようなケア責任を引き受けている１８歳未満の子ども
　　　　　　　　神戸市では 18 歳以上も若者ケアラーとして取り組んでいます。

カイ

　　　 セツ

カイ

　　　 セツ
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コ
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一
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
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質
問

一
般
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問

政
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活
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費

議
場
見
学
ツ
ア
ー

議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

 

ん
ば
」
は
、
昨
年
度
４
，

５
２
８
人
の
利
用
を
い
た

だ
き
１
２
４
件
の
就
職
実

績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
兵
庫
労
働
局
と

雇
用
対
策
協
定
を
締
結

し
、
人
材
確
保
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機
関

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
市
内
企
業
が

安
定
的
に
経
済
活
動
を
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
人

材
の
確
保
に
向
け
て
の
取

組
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

歌
道
谷
公
共
用
地
の

事
業
用
地
化
を
含

め
、
市
の
企
業
誘
致
の
取

組
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

歌
道
谷
用
地
は
現

在
、
地
域
未
来
投
資

促
進
法
に
基
づ
く
基
本
計

画
の
変
更
に
か
か
る
申
請

や
不
動
産
鑑
定
の
手
続
き

中
で
す
。
今
後
、
公
募
要

項
、
選
考
基
準
の
策
定
を

進
め
、
本
年
秋
以
降
の
公

募
に
向
け
て
、
引
き
続
き

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

仕
事
・
住
ま
い
・
子
育

て
環
境
の
整
備
を

市
内
企
業
の
人
材

確
保
に
向
け
た
市

の
雇
用
対
策
の
取
組
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

春
日
庁
舎
内
に
設

置
し
て
お
り
ま
す

「
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
た

答 問

積
極
的
な
雇
用
促
進
施
策
の

展
開
を
！

答
産
・
官
・
学
が
連
携
し
、
企

業
の
人
材
確
保
に
向
け
た
取

組
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介  議員

 

流
通
が
難
し
い
か

ら
こ
そ
、
ま
ず
は
学

校
給
食
よ
り
小
規
模
な
こ

ど
も
園
の
給
食
へ
の
導
入

か
ら
支
援
す
べ
き
だ
。
有

機
農
産
物
で
多
少
値
段
が

上
が
っ
て
も
、
市
内
農
家

か
ら
の
購
入
な
ら
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

は
ず
だ
。

各
園
が
有
機
栽
培

食
材
の
導
入
を
計

画
さ
れ
る
際
に
は
既
存
の

制
度
を
検
討
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
に
予
算
を
新
設
す

る
こ
と
に
関
し
て
は
、
や

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
ど
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
考

え
て
い
き
ま
す
。

海
外
に
依
存
し
て
い

る
飼
料
・
肥
料
価

格
が
過
去
最
高
値
を
更
新

し
、慣
行
農
業
の
危
機
だ
。

ま
た
、
丹
波
市
は
燃
や
す

ご
み
の
減
量
化
が
喫
緊
の

課
題
。
こ
の
困
難
を
逆
手

に
取
っ
て
、
生
ご
み
の
堆

肥
化
を
促
進
し
て
今
こ
そ

自
立
的
な
有
機
農
法
へ
の

転
換
を
図
ら
な
い
か
。

ま
さ
に
近
畿
農
政

局
の
方
も
「
有
機
の

里
」
を
掲
げ
て
い
る
丹
波

市
に
注
目
さ
れ
て
い
て
、

ぜ
ひ
丹
波
市
と
し
て
や
っ

て
ほ
し
い
と
要
望
を
受
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何

に
し
ろ
こ
れ
も
お
金
が
た

く
さ
ん
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
有
機
農
産
物
は
作
る

の
も
難
し
い
し
、
流
通
も

難
し
い
の
で
、
そ
の
あ
た

り
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取

る
か
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

ま
ず
は
認
定
こ
ど
も
園
の
給
食

か
ら
有
機
農
産
物
の
導
入
を

答

有
機
農
産
物
は
栽
培
も
流
通

も
難
し
く
、
実
現
に
向
け
て

何
が
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

 

青
垣
の
旧
医
師
住

宅
を
お
試
し
移
住

な
ど
の
物
件
と
し
て
活
用

は
可
能
か
。

庁
内
で
の
利
用
希
望

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、再
度
検
討
し
ま
す
。

市
道
・
河
川
の
除
草

地
域
有
志
の
方
た
ち

で
、
草
刈
り
応
援
隊

の
よ
う
な
地
域
力
の
発
掘

が
必
要
で
は
な
い
か
。

地
域
の
力
を
発
掘
す

る
た
め
に
も
新
た
な

手
法
な
ど
の
検
討
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅

市
営
住
宅
の
空
室
に

お
け
る
改
修
基
準
や

計
画
は
。

改
修
基
準
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、工
期
や

地
域
な
ど
を
考
慮
し
、
効

率
的
に
修
繕
を
行
っ
て
い

ま
す
。

廃
校
の
利
活
用
に

向
け
、
補
助
金
要
綱

の
柔
軟
な
条
件
緩
和
の
検

討
は
。公

費
支
出
に
よ
る
支

援
に
つ
い
て
は
、
補

助
対
象
団
体
の
適
格
性
な

ど
一
定
の
要
件
を
設
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
補

助
金
の
交
付
要
件
が
厳
し

い
こ
と
で
進
出
を
断
念
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
引
き
続
き
同
じ
要

件
で
推
進
し
ま
す
。

お
試
し
移
住

ご
家
族
で
中
長
期
間

の
お
試
し
移
住
を
さ

れ
る
場
合
、
お
子
さ
ん
の

学
業
の
受
入
れ
態
勢
は
。

過
去
に
は
海
外
な
ど

の
遠
方
か
ら
里
帰
り

さ
れ
た
際
、
通
学
さ
れ
た

経
緯
も
あ
り
、
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
受
入
れ
は

可
能
で
す
。

答 問

廃
校
の
利
活
用
に
は
起
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
に
も
！

答
補
助
対
象
者
と
は
な
り
ま
せ

ん
が
起
業
さ
れ
る
個
人
や
団

体
の
利
活
用
は
可
能
で
す
。

問

答

答

答

問

問

答 問

答問答

気 軽 に 就 職 相 談 で き る
ワ—クサポ—トたんば

会派名 人数 交付上限額 支出合計 未使用額
公　明　党 ２ 240,000 19,154 220,846

　須原 弥生　藤原　 悟　

  調査研究費  4,154　　　研修費  15,000
　・地方議会セミナー「自治体の SDGs 活用戦略」
　　（7/27　オンライン研修）
　・重度障がい者支援事業所の開設、運営状況について
　　（8/4　香美町）

日本共産党議員団 ２ 240,000 135,950 104,050

　西脇 秀隆　西本 嘉宏
  研修費  3,000
　・第 63 回自治体学校 inDVD ＋ ZOOM
　　（8/13 〜 8/14　DVD 研修）
  広報費  126,700　　　事務費       6,250

ニュートラル ２ 240,000 187,561 52,439

　前川 進介　奥村 正行   広報費  186,131　　　事務費       1,430

創　生　会 ４ 480,000 2,080 477,920

　近藤 憲生　大西ひろ美
　山名 隆衛　渡辺 秀幸   事務費  2,080

新風クラブ ５ 600,000 200,845 399,155

　太田喜一郎　足立 嘉正
　酒井 浩二　   垣内 廣明
　太田 一誠

  広報費  199,705　　　事務費       1,140

丹　新　会 ４ 480,000 96,000 384,000

　吉積 　毅　谷水 雄一
　小橋 昭彦　広田まゆみ

  研修費  96,000
　・第 26 回清渓セミナー「住民主体の地方自治を進める
　　ために」（10/27 〜 10/28　オンライン研修）

無　会　派 １ 120,000 0 120,000

小川 庄策 ー

期間：令和３年４月〜令和４年３月　　　　　　　　　　　 （単位：円） 政
務
活
動
費

１
人
あ
た
り
月
額
１
万
円
。

み
ん
な
何
に
使
っ
て
い
る
の
か
な
？

政務活動費

　「政務活動費」２つ のポイント

　　　議員一人あたり月額1万円

　　　後払い精算方式

　　　　　※ 未使用額は、次年度へは繰越されません。

１

２

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の
引き上げに係る意見書を議会から国に提出

提出先：衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　財務大臣　　総務大臣　　文部科学大臣

	 		 	

	 		 	

	
	

	
	

	 		 	可  決
意 見 書

賛 成 多 数

意見書
【 意見書の内容 】
１．中学校での 35 人学級を早急に実施するこ

　　と。また、さらなる少人数学級について

　　検討すること。

２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現

　　するため、加配教員の増員や少数職種の配

　　置増など教職員定数改善を推進すること。

きめ細かい教育のために

３．自治体で国の学級編制標準より引き下げた

　　「学級編制基準の弾力的運用」の実施がで

　　きるよう、加配の削除は行わないこと。

４．教育の機会均等と水準の維持向上をはかる

　　ため、地方財政を確保した上で義務教育費

　　国庫負担制度の負担割合を引き上げること。

請願者：兵教組氷上教職員組合
　　　　執行委員長　婦木健一郎
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教えて！
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政
務
活
動
費

議
場
見
学
ツ
ア
ー

議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

　普段入ることのできない市議会の議場を見学してみませんか？

　市議会では、議事堂（本庁舎３F）の見学ツアー参加者を募集しています。

　市民・市内の団体であればどなたでもご参加いただけますので

　ぜひ、お申込みください。

【 丹波市議会事務局 】
電　話　0 7 9 5 - 8 2 - 1 4 7 2
F A X 　 0 7 9 5 - 8 2 - 1 5 2 3
メ ー ル 　gikai@city.tamba.lg.jp

ツアー当日の流れ

１．議会事務局で受付

２．第１～第３委員会室見学

３．議場見学・写真撮影・解散

　※ 施設見学から説明終了まで
　　 30 分程度
　※ 当日は議員がご案内します。

　高校生のアイデアでスタートした「知っ

てる!?ギカイクイズ」今回で10回目です。

議員や市議会のことを知る良い機会ですの

で、ぜひ皆さんで考えてみてください♪

ギカイギカイクイズクイズ
知っ

てる
!?

※答えは 18 ページの一番下

　【問　題】

　丹
た ん ば し

波市の議
ぎ い ん

員が調
ちょうさ

査や研
けんきゅう

究などを

するために１年
ねんかん

間に交
こ う ふ

付されるお金
かね

（政
せ い む か つ ど う ひ

務活動費）は一
ひ と り

人いくら？

　①　　１２，０００円
えん

　②　１２０，０００円
えん

　③　６００，０００円
えん

本会議や委員会の視聴は

パソコン・スマホパソコン・スマホ
　　　　　　が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委員会の様子をイ

ンターネットで動画配信しています。

　普段忙しくて傍聴に来ることができない

方は、パソコン・スマホでご視聴ください。

　録画映像も公開しておりますので、見逃

した方もご覧になれます。録画映像は会議

終了後、１週間程度でご覧いただけます。

丹波市議会　インターネット中継

４月から委員会の
録画映像の公開も
始めました！

議場見学ツアー議場見学ツアー

見せます。 議場のすべて。

申込方法

開催期間
令和４年 ８ 月 17 日（水）～ 19 日（金）
　（午前９時から午後４時までの間で
　  議会の会議がある日は除きます。）

　参加希望日の３日前までに参加人数と
希望日時を議会事務局へ電話、メール、
ＦＡＸのいずれかでお知らせください。

傍聴者アンケートの結果（令和３年４月～令和３年 12 月分）回答数 87 件

地域Q 傍聴の回数Q

傍聴のきっかけQ
１位　今日の議案や質問内容に関心がある。
　　　（59 件）
２位　議会や市政に関心がある。（55 件）
３位　議員や市長の様子が見たかった。
　　　（32 件）

傍聴者の声

・  議員の皆様は良く考え発言されているし、
　市職員もきちんと答えられていると思い
　ます。また、傍聴しようと思っています。

・  オーガニック給食の件、予算の事とかあ
　り、難しいと思うが、ぜひ可決してほしい。
　今後Ｉターンも増えると思う。どの場所
　に住むのかを考える上で、オーガニック
　給食にすれば丹波に住みたいと思っても
　らえると思う。

・  部長クラスが「できない、やれない、ご
　理解ください」では、帰ってこいと言え
　る市にはできない、ならない！職員が毎
　回できない、やらない理由ばかりでは今
　までの丹波市であり、今後はない。

・  Zoom 配信、インスタライブ、フェイス
　ブックライブなどで若い人たちが見やす
　いようにしてほしい。「傍聴室もこんな感
　じ！」と投稿して、気軽に議会に行ける
　ことを知ってほしいなと思いました。

初めて
　32.2％

２〜４回
　34.5％

５回以上
　33.3％

柏原
　9.2％

氷上
　29.9％

青垣
　2.3％春日

　6.9％

山南
　18.4％

市島
　9.2％

市外
　4.6％

無回答
　19.5％

お気軽に
お申込みください。
お待ちしております。

市議会 × 大学生 × 高校生

夢を語ろう
　　　未来へつなごう
　　　　　　　　丹波市議会☆

ミミライプライプロロジジェクトェクト
2022

　将来のまちづくりを考えるうえで、このま

ちの未来を担う若者の声を聴くことはとて

も大切です。丹波市議会では、市議会議員

と若者の距離を縮め、若者の意見や考えが

反映される「丹波市づくり」につながるこ

とを目的に、福知山公立大学の協力のもと

「丹波市議会☆ミライプロジェクト」を開催

しています。

　今回は、7 月 28 日（ 木 ）に兵庫県立柏原

高校生と実施します。

　詳しくは次号でご紹介します。

　丹波市議会だより「たんばりんぐ」は、

丹波市発足後の平成17年３月に創刊号が発

行されました。

　「たんばりんぐ」は、旧６町が和やかに環

に連なり、タンバリンのようににぎやかに

議論し、丹波市を創造していく市民の様子

をあらわして名付けられました。

　当初の編集後記には、「行政をただしなが

らも両輪の輪となり、新市

を創りあげていく経過を広

報していきます」と記載が

あり、今もその想いは引き

継がれています。

丹波市議会の広報紙は

どうして「たんばりんぐ」って

いうの？

平成17年３月創刊号
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電車を待ってい
る間、駅に休憩
できる場所を増
やしてほしい。

市
民
と
の

意
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会

意
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会

ギ
ロ
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の
論
点

ギ
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の
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点

審
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果

コ
コ
が
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き
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！

一
般
質
問
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が
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一
般
質
問

一
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質
問

政
務
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動
費

議
場
見
学
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議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

議会が私たちにしてほしいことを知りたい。

日 月 火 水 木 金 土
8/28 29 30 31 9/1

本会議
議案提案
9：30 〜

２ ３

４ ５ ６
本会議
一般質問

（個人）
９：00 〜

７
本会議
一般質問

（個人）
９：00 〜

８
本会議
一般質問

（個人）
９：00 〜

９
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 〜

10

11 12 13
総務文教
常任委員会
９：30 〜

14
民生産建
常任委員会
９：30 〜

15
予算決算
常任委員会
９：30 〜

16
常任委員会
予備日

17

18 19 20
予算決算
常任委員会
９：30 〜

21
予算決算
常任委員会
13：30 〜

22
予算決算
常任委員会
９：30 〜

23 24

25 26
予算決算
常任委員会
９：30 〜

27
予算決算
常任委員会
13：30 〜

28
予算決算
常任委員会
９：30 〜

29 30
本会議
議案採決
９：30 〜

10/1

９月定例会の日程

＊上記の日程は変更になる場合があります。

　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！

　議会をもっと身近に

７月 26 日（火）

午後８時 30 分～

※再放送は

７月 30 日（土）

午後３時 30 分～

放送日放送日

　今月号の表紙は、兵庫県立氷上高等学校

美術部の皆さんにご協力いただきました。

【 表紙画のコンセプト 】

　私たちの考える議会は、このようなまっ

すぐとした瞳をした人が集い、意見に意見

を重ねてよりよいものを作るという意味を

込め、人物にスポットを当て、仕上げまし

た。背景もインターネットで調べた資料を

参考にさせていただきました。

【 美術部の紹介 】

　部員６人で活動しています。

　私たちの作品は「デジタルイラスト」に

なります。

　主な活動は、桃陵祭（文化祭）に展示を

する作品づくりや校外から依頼があった作

品づくりです。展示会の際には、ぜひ作品

を観に来てください。

 表紙の紹介 

市や議
会に

市や議
会に

期待し
ている

こと
期待し

ている
こと

※ ギカイクイズの答えは ② です。

https://www.facebook.com/tamba.gikai/

フェイスブックでも
　　市議会情報を発信中

　丹波市議会では、本会議

や委員会の日程のほか、市議

会からのお知らせをフェイス

ブックでも配信しています。

遊園地を
作ってほしい。

議員定数や報酬についての

素案がまとまりました素案がまとまりました

　丹波市議会　議員定数・報酬等調査特別委員会ではこのほど、調査結果の素案をとり
まとめました。概要は以下のとおりですが、ホームページでより詳しい内容を公開して
いますので、ぜひご一読いただき、ご意見をお寄せいただきますようお願いします。

表紙画作者：氷上高等学校美術部３年生

皆さんのご意見をお寄せください

■  定数は「18」に削減
　定数を 20 と定めたときと比べ、現在の丹
波市の人口は約１割減となっています。定数
を減らすと市民の声が届きにくくなるとの意
見もありましたが、議員一人当たりの人口を
同程度に保つことで市民との距離が広がらな
いように配慮し、次回の改選時より、定数に
ついては２人減の 18 人とします。

【  調査をふまえた提案の要旨  】

　詳しくはこちらをご覧ください。➡

■  月額報酬は据え置き
　他市との比較、活動時間を積み上げた推計
のほか、「若者が意欲を持てる額を」という
車座ミーティングでのご意見から、増額が必
要との意見がありました。しかしながら、現
況は報酬を上げる環境になく、今任期中は報
酬を据え置き、34 万 6,000 円のままとします。
　ただし、期末手当については令和元年報酬
審議会において「検討することが望ましい」
との意見が付されたことから、令和５年度支
給分より、他市と同水準まで引き上げます。
　一方で役職別の追加報酬については、同じ
く令和５年度支給分から、副委員長への追加
報酬は廃止し、常任委員長については１万円
減の 16,000 円にします。議長、副議長につ
いては現状と同額です。

■  政務活動費を増額
　現在は議員一人当たり月額 10,000 円で、
領収書を確認して精算払いとしています。視
察研修や市民との意見交換などを増やし、議
員力向上を図るため、令和５年度より 5,000
円増額。議会としての政務活動報告会なども
検討していきます。

意見の提出方法
■  募集期間　　　　令和４年８月 10 日（ 水 ）午後５時まで
■  提出できる方　　市内に住所を有する方、市内で在勤・在学
　　　　　　　　　  の方、ふるさと住民として登録されている
　　　　　　　　　  方など
■  提出方法　　　　ホームページ、各支所、住民センター、市
　　　　　　　　　  民プラザなどで「意見シート」を入手のうえ、
　　　　　　　　　  備え付けの意見書箱に投函、ＦＡＸあるい
　　　　　　　　　  はメールに添付してお寄せください。
■  お問い合わせ　　丹波市議会事務局　☎ 0795 － 82 － 1472
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柏原囲碁同好会の皆さん ▲ 対局中の様子

女性・シニア・

若者の参加を

お待ちしています。

　

暑
中
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り
切
り
ま
し
ょ
う
。

［
発
行
責
任
者
］

議　

長　
　
　
　

藤
原　

  

悟

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長　
　
　

広
田
ま
ゆ
み

副
委
員
長　
　
　

前
川　

進
介

委　
　

員　
　
　

小
川　

庄
策

委　
　

員　
　
　

西
脇　

秀
隆

委　
　

員　
　
　

谷
水　

雄
一

委　
　

員　
　
　

太
田　

一
誠

委　
　

員　
　
　

須
原　

弥
生

発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692 兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp
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が 

き

※ 個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

ココ丹波市
丹波市とと

にに期待期待していますしています！！市議会市議会のの

T A M B A R I N GT A M B A R I N G 7070

さちよボランティアグループの皆さん

※ 写真撮影のためマスクを外しています。

デマンドタクシー

の区間を広げて

ほしい。

何歳になっても楽しめます。

公園などの

憩いの場がほしい。

囲碁の

楽しさを

広めたい。

こども食堂に助成金がほしい。

１回 100 円で

楽しい時間を

過ごしています。

  掲載団体募集中！（市内の非営利活動団体に限る）

　広報広聴委員会ではこのコーナーに参加いただける団体を募集しています。

　ご希望される団体の方は下記までご連絡ください。

桜並木を

遊歩道に
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